
『産学官連携で実現する地方都市圏の豊かさ』

ユマニテクプラザ５者協定締結三周年記念セミナー

２０２２年３月１５日 （火） １４ ： ５０～１７ ： ３０

会場：ユマニテクプラザ１F玄関ホール

～産業の高度化と快適な都市空間形成の両立を目指して～

主催 ：三重大学　東京大学　三重県　三重県産業支援センター　みえ大橋学園

Humanitec Plaza 〒510-0074　三重県四日市市鵜の森 1-4-28
TEL　059-359-4877　https://www.humanitec-plaza.jp

講演１

講演 2

講演 3

「クリエイティブな人々に選ばれる都市の条件とは」
15:00 ～ 15:50

名古屋学院大学　現代社会学部　教授 井澤　知旦  氏

挨　拶 14:55 ～ 15:00
学校法人みえ大橋学園　理事長 大橋　正行

開　会 14:50 ～ 14:55
14:00 より受付開始

瀬田　史彦 氏

　コロナ禍で住まい、働き、学び、憩うという暮らし方が大きく変わりそうです。そんな中で豊かな暮
らしを充実させるためには、クリエイティブな人材が定着し、活動できる都市づくりが求められます。
情報空間では Youtube や Twitter などが協働・創造する場「コモンズ」として機能し、多種多様なクリ
エイティブな人材が集まっています。では、リアルな都市空間の「コモンズ」は何か？四日市の実情を
踏まえつつ、上記テーマについて問題提起をしていきます。

「持続可能な都市圏形成のための主体間連携」
15:50 ～ 16:40

東京大学大学院　工学系研究科　准教授
　人口減少局面では、産学官をはじめとする様々な主体が連携してまちづくりに取り組むことが、豊か
で快適な都市圏を形成するために必要となります。地域の中で、また様々な地域の間でどのような連携
が有効か、いくつかの事例をご紹介しながら、みなさんと一緒に考えていきたいと思います。

伊藤　公昭 氏
「構想力を磨く」ー企業価値創出を目指してー
16:40 ～ 17:30

( 株 ) 三十三総研　代表取締役副社長
　米国の研究者をして、“ジャパンアズナンバーワン” と言わしめたかつての日本。現代の私たちに何が
不足しているのでしょうか。課題先進国日本が、これまでの経験を活かしつつ豊かさを実感できる社会
を実現するためには、ゼロから一を生み出す力、つまり「構想力」のあるリーダーの育成が必要です。
自身や地域の資源を有効に活用し、産学官連携の仕組みを大いに活用することでイノベーションを起こ
す、本セミナーが価値創出の機会になることを祈念します。


